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京浜地域の浴場業と同郷者集団
―新潟県西蒲原郡の寄進物調査を中心に―



人びとに癒しの空間を提供する銭湯、その経営者の
ルーツは石川県や富山県、そして新潟県など、北陸地
方にあることはよく知られている。しかしながら、関係者
への聞き取り調査を除き、実態は必ずしも明らかになっ
ていない。特に第2次世界大戦以前、明治維新以降の
浴場業の歴史は、史料的な制約もあり、未解明な部分
も多い。だが、都市の近代史を考える上で、生活者の
日常を支える浴場業の実態解明は必要不可欠である。
今回は経営者たちが郷里に遺した寄進物（鳥居や狛
犬、灯篭等）の分析から京浜地域の浴場業を担った同
郷者集団について検討を加えていきたい。
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